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○ 別表 （学部の学科、研究科の専攻等）

学部の学科、研究科の専攻等名 収容定員 収容数 定員充足率

(a) (b) (b)/(a)×100
(人) (人） （％）

文学部 ７６０ ９１６ １２０．５
人文科学科 ７６０ ９１６ １２０．５

教育学部 ２２０ ２６１ １１８．６
教育学科 ２２０ ２６１ １１８．６

法学部 ８６０ １，０２４ １１９．１
法学課程 ８６０ １，０２４ １１９．１

経済学部＊ ７６０ ８４４ １１１．１
経済学科 ３００ ３４１ １１３．７
経営学科 ２７０ ２９６ １０９．６
１年次（学科分属前） １９０ ２０７ １０８．９

理学部＊ １，２００ １，３５２ １１２．７
数学科 １５０ １７７ １１８．０
物理学科 １０５ １２５ １１９．０
化学科 ２２５ ２３７ １０５．３
生物科学科 ２４０ ２６８ １１１．７
地球科学科 １８０ ２００ １１１．１
１年次（学科分属前） ３００ ３４５ １１５．０

医学部 １，１５０ １，２０８ １０５．０
医学科 ５９０ ６０９ １０３．２
（うち医師養成に係る分野） （５９０） （６０９） （１０３．２）
保健学科 ５６０ ５９９ １０７．０

歯学部 ３６０ ３６０ １００．０
歯学科 ３６０ ３６０ １００．０
（うち歯科医師養成に係る分野） （３６０） （３６０） （１００．０）

薬学部 ３２０ ３４１ １０６．６
総合薬学科※１７ ２４０ ２５７ １０７．１
１年次～３年次（学科分属前） ８０ ８４ １０５．０

工学部＊ ２，７００ ３，０６４ １１３．５
応用理工系学科 ３２０ ３４１ １０６．６
情報エレクトロニクス学科 ３６０ ３９３ １０９．２
機械知能工学科 ２４０ ２６２ １０９．２
環境社会工学科 ４２０ ４５０ １０７．１
材料工学科※１６ ８０ １００ １２５．０
応用化学科※１６ １４０ １５２ １０８．６
情報工学科※１６ １２０ １３５ １１２．５
電子工学科※１６ １２０ １３７ １１４．２
システム工学科※１６ １２０ １４５ １２０．８
応用物理学科※１６ １００ １３３ １３３．０
原子工学科※１６ ８０ ９０ １１２．５
機械工学科※１６ １６０ １９４ １２１．３
土木工学科※１６ １６０ １８２ １１３．８
建築都市学科※１６ ９０ １００ １１１．１
環境工学科※１６ １１０ １１８ １０７．３
資源開発工学科※１６ ６０ ６６ １１０．０
３年次編入学（各学科共通） ２０ ６６ ３３０．０
１年次（学科分属前）（旧） － 〔９〕 －

農学部＊ ８６０ ９２８ １０７．９
生物資源科学科 １０８ １１４ １０５．６

学部の学科、研究科の専攻等名 収容定員 収容数 定員充足率

応用生命科学科 ９０ ９２ １０２．２
生物機能化学科 １０５ １１２ １０６．７
森林科学科 １０８ １２２ １１３．０
畜産科学科 ６９ ７３ １０５．８
農業工学科 ９０ ９３ １０３．３
農業経済学科 ７５ ８３ １１０．７
１年次（学科分属前） ２１５ ２３９ １１１．２

獣医学部 ２４０ ２６０ １０８．３
獣医学科 ２４０ ２６０ １０８．３

水産学部＊ ８６０ ９２６ １０７．７
水産海洋科学科※１７ １２０ １４１ １１７．５
海洋生産システム学科※１７ １２０ １５３ １２７．５
海洋生物生産科学科※１７ １８０ １９６ １０８．９
海洋生物資源化学科※１７ １８０ １９５ １０８．３
水産教員養成課程※１７ ４５ ０ ０．０
（うち水産教員養成に係る分野） （４５） （０） （ ０．０）
１年次（学科分属前） ２１５ ２４１ １１２．１

学士課程 計 １０，２９０ １１，４８４ １１１．６
〔学科，専攻の廃止後も在籍する学生数 計〕 － 〔９〕 －

文学研究科 ２３６ ２７５ １１６．５
思想文化学専攻 ３６ ５２ １４４．４
歴史地域文化学専攻 ７６ ９８ １２８．９
言語文学専攻 ７６ ７７ １０１．３
人間システム科学専攻 ４８ ４８ １００．０

教育学研究科 ９０ １０７ １１８．９
教育学専攻 ９０ １０７ １１８．９

法学研究科 ４０ ７２ １８０．０
法学政治学専攻 ４０ ７２ １８０．０

経済学研究科 ６０ ５５ ９１．７
現代経済経営専攻 ６０ ５５ ９１．７
経済システム専攻※１６（旧） 〔２〕
現代経済経営専攻※１６(旧) 〔９〕
経営情報専攻※１６(旧) 〔４〕

理学研究科 ２１６ ２４９ １１５．３
数学専攻※１７ ４６ ４５ ９７．８
物理学専攻※１７ ３９ ３５ ８９．７
化学専攻※１７ ４８ ６５ １３５．４
生物科学専攻※１７ ４５ ６６ １４６．７
地球惑星科学専攻※１７ ３８ ３８ １００．０

医学研究科 ４０ ６３ １５７．５
医科学専攻 ４０ ６３ １５７．５

薬学研究科 ４３ ６７ １５５．８
生体分子薬学専攻※１７ １５ ２４ １６０．０
創薬化学専攻※１７ １５ ２２ １４６．７
医療薬学専攻※１７ １３ ２１ １６１．５

工学研究科 ６８０ ７７１ １１３．４
応用物理学専攻 ６８ ７１ １０４．４
有機プロセス工学専攻 ５０ ４７ ９４．０
生物機能高分子専攻 ４０ ４４ １１０．０
物質化学専攻 ３４ ４１ １２０．６
材料科学専攻 ６０ ６１ １０１．７
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学部の学科、研究科の専攻等名 収容定員 収容数 定員充足率

(a) (b) (b)/(a)×100
(名) (名） （％）

機械宇宙工学専攻 ４２ ５３ １２６．２
人間機械システムデザイン専攻 ４０ ５１ １２７．５
エネルギー環境システム専攻 ４０ ５２ １３０．０
量子理工学専攻 ３４ ４１ １２０．６
環境フィールド工学専攻 ４６ ４６ １００．０
北方圏環境政策工学専攻 ３６ ４７ １３０．６
建築都市空間デザイン専攻 ３６ ４６ １２７．８
空間性能システム専攻 ４４ ５６ １２７．３
環境創生工学専攻 ５６ ５８ １０３．６
環境循環システム専攻 ５４ ５７ １０５．６
システム情報工学専攻(旧) 〔１〕
電子情報工学専攻(旧) 〔１〕
物質工学専攻※１６(旧) 〔２〕
分子化学専攻※１６(旧) 〔１〕
量子物理工学専攻※１６(旧) 〔１〕
量子エネルギー工学専攻※１６(旧) 〔１〕
機械科学専攻※１６(旧) 〔５〕
社会基盤工学専攻※１６(旧) 〔５〕
都市環境工学専攻※１６(旧) 〔９〕
環境資源工学専攻※１６(旧) 〔３〕

農学研究科 １２９ １９９ １５４．３
生物資源生産学専攻※１７ ５３ ６５ １２２．６
環境資源学専攻※１７ ３７ ６１ １６４．９
応用生命科学専攻※１７ ３９ ７３ １８７．２

水産科学研究科
環境生物資源科学専攻※１６（旧） 〔４〕
生命資源科学専攻※１６(旧) 〔１〕

地球環境科学研究科
地圏環境科学専攻※１６(旧) 〔５〕
生態環境科学専攻※１６(旧) 〔４〕
物質環境科学専攻※１６(旧) 〔５〕
大気海洋圏環境科学専攻※１６(旧) 〔２〕

国際広報メディア研究科 ５４ ７１ １３１．５
国際広報メディア専攻 ５４ ７１ １３１．５

情報科学研究科 ３５４ ３７６ １０６．２
複合情報学専攻 ４８ ６２ １２９．２
コンピュータサイエンス専攻 ４８ ５１ １０６．３
情報エレクトロニクス専攻 ７８ ７６ ９７．４
生命人間情報科学専攻 ６６ ５０ ７５．８
メディアネットワーク専攻 ６０ ８４ １４０．０
システム情報科学専攻 ５４ ５３ ９８．１

水産科学院 １８０ ２００ １１１．１
海洋生物資源科学専攻 ８６ ８６ １００．０
海洋応用生命科学専攻 ９４ １１４ １２１．３

環境科学院 ３２２ ３０３ ９４．１
環境起学専攻 ８８ ６４ ７２．７
地球圏科学専攻 ７４ ６５ ８７．８
生物圏科学専攻 １０４ １０２ ９８．１
環境物質科学専攻 ５６ ７２ １２８．６

理学院 ２０３ ２０７ １０２．０
数学専攻 ４６ ４３ ９３．５
化学専攻 ５６ ６１ １０８．９
量子理学専攻 ２４ ２９ １２０．８
宇宙理学専攻 １８ １５ ８３．３

学部の学科、研究科の専攻等名 収容定員 収容数 定員充足率

自然史科学専攻 ３９ ３９ １００．０
生命理学専攻 ２０ ２０ １００．０

農学院 １５０ １７４ １１６．０
共生基盤学専攻 ４８ ４１ ８５．４
生物資源科学専攻 ４２ ４７ １１１．９
応用生物科学専攻 １８ ３３ １８３．３
環境資源学専攻 ４２ ５３ １２６．２

生命科学院 １３５ １４２ １０５．２
生命科学専攻 １３５ １４２ １０５．２

修士課程 計 ２，９３２ ３，３３１ １１３．６
〔学科，専攻の廃止後も在籍する学生数 計〕 － 〔６５〕 －

文学研究科 １７７ ２７７ １５６．５
思想文化学専攻 ２７ ３３ １２２．２
歴史地域文化学専攻 ６５ １１８ １８１．５
言語文学専攻 ４９ ６５ １３２．７
人間システム科学専攻 ３６ ６１ １６９．４
東洋哲学専攻(旧) － 〔１〕 －
東洋史学専攻(旧) － 〔１〕 －
英米文学専攻(旧) － 〔１〕 －
国文学専攻(旧) － 〔１〕 －
言語学専攻(旧) － 〔１〕 －

教育学研究科 ６３ １０３ １６３．５
教育学専攻 ６３ １０３ １６３．５
教育制度専攻(旧) － 〔３〕 －
教育学専攻(旧) － 〔２〕 －

法学研究科 ４５ ６８ １５１．１
法学政治学専攻 ４５ ６８ １５１．１
公法専攻(旧) － 〔１〕 －

経済学研究科 ５６ ５１ ９１．１
現代経済経営専攻 ３０ １９ ６３．３
経済システム専攻※１６ ９ １４ １５５．６
現代経済経営専攻※１６ １１ １７ １５４．５
経営情報専攻※１６ ６ １ １６．７
経済学専攻(旧) － 〔１〕 －

理学研究科 ２０８ １９２ ９２．３
数学専攻※１７ ４４ ３６ ８１．８
物理学専攻※１７ ３８ ２７ ７１．１
化学専攻※１７ ４６ ３５ ７６．１
生物科学専攻※１７ ４４ ５５ １２５．０
地球惑星科学専攻※１７ ３６ ３９ １０８．３

医学研究科 ４４０ ４４０ １００．０
生体機能学専攻 ８０ ２３ ２８．８
病態制御学専攻 １２０ １８０ １５０．０
高次診断治療学専攻 ９６ １２２ １２７．１
癌医学専攻 ４８ ５８ １２０．８
脳科学専攻 ５６ ２４ ４２．９
社会医学専攻 ４０ ３３ ８２．５
内科系専攻(旧) － 〔３〕 －
外科系専攻(旧) － 〔７〕 －

歯学研究科 １６８ １３６ ８１．０
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北海道大学

学部の学科、研究科の専攻等名 収容定員 収容数 定員充足率

(a) (b) (b)/(a)×100
(名) (名） （％）

口腔医学専攻 １６８ １３６ ８１．０

薬学研究科 ４０ ４９ １２２．５
生体分子薬学専攻※１７ １４ １４ １００．０
創薬化学専攻※１７ １４ ２５ １７８．６
医療薬学専攻※１７ １２ １０ ８３．３

工学研究科 ２８２ ２１３ ７５．５
応用物理学専攻 １６ ６ ３７．５
有機プロセス工学専攻 １２ ６ ５０．０
生物機能高分子専攻 １０ ９ ９０．０
物質化学専攻 １０ ９ ９０．０
材料科学専攻 １４ ９ ６４．３
機械宇宙工学専攻 １０ ４ ４０．０
人間機械システムデザイン専攻 １０ １１ １１０．０
エネルギー環境システム専攻 １０ ７ ７０．０
量子理工学専攻 １０ ６ ６０．０
環境フィールド工学専攻 １０ ３ ３０．０
北方圏環境政策工学専攻 １０ １２ １２０．０
建築都市空間デザイン専攻 １０ １２ １２０．０
空間性能システム専攻 １０ １０ １００．０
環境創生工学専攻 １４ １２ ８５．７
環境循環システム専攻 １４ １４ １００．０
物質工学専攻※１６ １４ ９ ６４．３
分子化学専攻※１６ １６ ４ ２５．０
量子物理工学専攻※１６ １４ ６ ４２．９
量子エネルギー工学専攻※１６ １０ ３ ３０．０
機械科学専攻※１６ １６ ９ ５６．３
社会基盤工学専攻※１６ １３ １２ ９２．３
都市環境工学専攻※１６ １６ ２８ １７５．０
環境資源工学専攻※１６ １３ １２ ９２．３
システム情報工学専攻(旧) － 〔１１〕 －
電子情報工学専攻(旧) － 〔１１〕 －

農学研究科 １３１ １５２ １１６．０
生物資源生産学専攻※１７ ５２ ６９ １３２．７
環境資源学専攻※１７ ４１ ４３ １０４．９
応用生命科学専攻※１７ ３８ ４０ １０５．３

獣医学研究科 ９６ ６６ ６８．８
獣医学専攻 ９６ ６６ ６８．８

水産科学研究科 ４０ ６７ １６７．５
環境生物資源科学専攻※１６ ２１ ４５ ２１４．３
生命資源科学専攻※１６ １９ ２２ １１５．８

地球環境科学研究科 ５６ ６８ １２１．４
地圏環境科学専攻※１６ １３ ６ ４６．２
生態環境科学専攻※１６ １９ ２９ １５２．６
物質環境科学専攻※１６ １１ １６ １４５．５
大気海洋圏環境科学専攻※１６ １３ １７ １３０．８

国際広報メディア研究科 ４２ ４３ １０２．４
国際広報メディア専攻 ４２ ４３ １０２．４

情報科学研究科 １２６ １２５ ９９．２
複合情報学専攻 １２ ２４ ２００．０
コンピュータサイエンス専攻 ２４ １１ ４５．８
情報エレクトロニクス専攻 ２４ ２１ ８７．５
生命人間情報科学専攻 １８ １９ １０５．６
メディアネットワーク専攻 ２４ ２９ １２０．８
システム情報科学専攻 ２４ ２１ ８７．５

学部の学科、研究科の専攻等名 収容定員 収容数 定員充足率

水産科学院 ７０ ５８ ８２．９
海洋生物資源科学専攻 ３４ ３１ ９１．２
海洋応用生命科学専攻 ３６ ２７ ７５．０

環境科学院 １２８ ９３ ７２．７
環境起学専攻 ３０ １６ ５３．３
地球圏科学専攻 ３０ ２２ ７３．３
生物圏科学専攻 ４６ ３７ ８０．４
環境物質科学専攻 ２２ １８ ８１．８

理学院 ８５ ６２ ７２．９
数学専攻 １７ ６ ３５．３
化学専攻 ２２ ２２ １００．０
量子理学専攻 １０ ５ ５０．０
宇宙理学専攻 ８ ７ ８７．５
自然史科学専攻 ２０ １６ ８０．０
生命理学専攻 ８ ６ ７５．０

農学院 ５０ ４５ ９０．０
共生基盤学専攻 １６ １２ ７５．０
生物資源科学専攻 １４ １３ ９２．９
応用生物科学専攻 ６ ６ １００．０
環境資源学専攻 １４ １４ １００．０

生命科学院 ４２ ３２ ７６．２
生命科学専攻 ４２ ３２ ７６．２

博士（博士後期）課程 計 ２，３４５ ２，３４０ ９９．８
〔学科，専攻の廃止後も在籍する学生数 計〕 － 〔４４〕 －

法学研究科 ３００ ２６２ ８７．３
法律実務専攻 ３００ ２６２ ８７．３

経済学研究科 ４０ ４３ １０７．５
会計情報専攻 ４０ ４３ １０７．５

公共政策学教育部 ６０ ７０ １１６．７
公共政策学専攻 ６０ ７０ １１６．７

専門職学位課程 計 ４００ ３７５ ９３．８

医療技術短期大学部 ２０ ２０ １００．０
専攻科助産学特別専攻 ２０ ２０ １００．０
看護学科(旧) － 〔２〕 －
理学療法学科(旧) － 〔１〕 －
作業療法学科(旧) － 〔６〕 －

計 ２０ ２０ １００．０
〔学科，専攻の廃止後も在籍する学生数 計〕 － 〔９〕 －

（注１）※１６を付した研究科の専攻及び学部の学科は，平成１６年度をもって募集を停止した専攻及び
学科を，※１７を付した研究科の専攻及び学部の学科は，平成１７年度をもって募集を停止した
専攻及び学科を示す。

（注２）＊を付した学部の各学科における収容定員及び収容数は，２～４年次を示す。
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○ 計画の実施状況等

１ 収容定員と収容数に±１５％を超える差がある主な理由

【学士課程】

学部の学科等 主な理由

文学部 就職希望者及び大学院進学希望者による留年のため，また，
・人文科学科（＋） 海外留学による留年のため，収容数が超過した。

教育学部 公務員・教員採用試験等の受験希望者による留年のため，収
・教育学科（＋） 容数が超過した。

法学部 司法試験・公務員試験等の受験希望者による留年のため，収
・法学課程（＋） 容数が超過した。

理学部 数学科は公務員・教員採用試験等の受験希望者による留年の
・数学科（＋） ため，また，物理学科は教育に支障のない範囲で編入学生を
・物理学科（＋） 受け入れたため，収容数が超過した。

工学部 留年者が多かったため，収容数が超過した。
・材料工学科※１６（＋） なお，工学部は平成１７年度の組織再編に伴い，左記学科の
・システム工学科※１６（＋） 学生募集を中止した。
・応用物理学科※１６（＋）
・機械工学科※１６（＋）

・３年次編入学（＋） 入学形態の多様化を推進すべく，学部教育及び各学科での教
育に支障のない範囲で，優秀な３年次編入学生を受け入れた
ため，収容数が超過した。

水産学部 ３年次進級時の全学教育科目未修得者による留年のため，収
・水産海洋科学科※１７（＋） 容数が超過した。なお，水産学部は平成１８年度の組織再編
・海洋生産システム学科※１７（＋） に伴い，左記学科の学生募集を中止した。

・水産教員養成課程※１７（－） 水産教員養成課程の学生定員については，各学科に均等にな
るよう学生を配属しているため，収容数が０人となった。
なお，水産学部は平成１８年度の組織再編に伴い，左記課程
の学生募集を中止しており，年次進行で解消する予定である。

【修士課程】

研究科の専攻等 主な理由

文学研究科 研究領域の特性として，膨大な先行研究を踏まえるための時
・思想文化学専攻（＋） 間を要することや社会人学生が論文執筆の時間確保が困難な
・歴史地域文化学専攻（＋） ことによる留年のため，収容数が超過した。

教育学研究科 過去数年，入学定員と入学者数はほぼ同数であるが，社会人
・教育学専攻（＋） 特別選抜を実施して積極的に社会人を受け入れており，社会

人の占める割合が高い（44．9％）ことが特徴である。社会人
学生は職業に就いていること等から標準修業年限を超えて在
学する傾向が強いため，収容数が超過した。

法学研究科 司法試験・公務員試験等の受験希望者による留年のため，収
・法学政治学専攻（＋） 容数が超過した。

理学研究科 社会的ニーズに応えるとともに博士課程に優秀な人材を確保
・化学専攻※１７（＋） するために，教育に支障のない範囲で学生を入学させたため，
・生物科学専攻※１７（＋） 収容数が超過した。なお，理学研究科は平成１８年度の組織

再編に伴い，左記専攻の学生募集を中止した。

医学研究科 修士課程と博士課程の一貫した教育により，医科学研究者・
・医科学専攻（＋） 教育者となる人材の育成を目指し，将来博士課程への進学を

奨励しており，教育に支障のない範囲で学生を入学させたた
め，収容定数が超過した。なお，社会的ニーズに応えるため，
平成１９年度から入学定員を150％に増員した。

薬学研究科 入学希望者の増加及び社会的ニーズに応えるために，教育に
・生体分子薬学専攻※１７（＋） 支障のない範囲で学生を入学させたため，収容数が超過した。
・創薬化学専攻※１７（＋） なお，薬学研究科は平成１８年度の組織再編に伴い，左記専
・医療薬学専攻※１７（＋） 攻の学生募集を中止した。

工学研究科 入学希望者の増加及び社会的ニーズに応えるために，教育に
・物質化学専攻（＋） 支障のない範囲で優秀な学生を入学させたため，収容数が超
・機械宇宙工学専攻（＋） 過した。
・人間機械システムデザイン専攻（＋）
・エネルギー環境システム専攻（＋）
・量子理工学専攻（＋）
・北方圏環境政策工学専攻（＋）
・建築都市空間デザイン専攻（＋）
・空間性能システム専攻（＋）

農学研究科 入学希望者の増加及び社会的ニーズに応えるために，教育に
・生物資源生産学専攻※１７（＋） 支障のない範囲で学生を入学させたため，収容数が超過した。
・環境資源学専攻※１７（＋） なお，農学研究科は平成１８年度から組織再編に伴い，左記
・応用生命科学専攻※１７（＋） 専攻の学生募集を中止した。

国際広報メディア研究科 社会人学生による長期履修学生の在籍により，収容数が超過
・国際広報メディア専攻（＋） した。

情報科学研究科 入学希望者の増加及び社会的ニーズ応えるために，教育に支
・複合情報学専攻（＋） 障のない範囲で優秀な学生を入学させたため，収容数が超過
・メディアネットワーク専攻（＋） した。

・生命人間情報科学専攻（－） 定員を上回る志願者数を確保しているが，志願者の30％～40
％を占める学外志願者の合格率が低いため，収容数が下回っ
た。

水産科学院 社会的ニーズに応えるために，また，博士課程で優秀な人材
・海洋応用生命科学専攻（＋） を確保するために，教育に支障のない範囲で学生を入学させ

たため，収容数が超過した。

環境科学院 本専攻は，平成１７年度に設置し，ほとんどの入学生は２月
・環境起学専攻（－） 末の入試で通常なら補欠募集の時期の入試で合格したため，

入学者が少なかった。今年度もその影響により，収容数が下
回った。

・環境物質科学専攻（＋） 入学希望者が多数いたために，教育に支障のない範囲で優秀
な学生を入学させたため，収容数が超過した。

理学院 博士課程に優秀な人材を確保するために，教育に支障のない
・量子理学専攻（＋） 範囲で学生を入学させたため，収容数が超過した。

・宇宙理学専攻（－） 当初想定していた人数以上に合格辞退者がいたため，収容数
が下回る結果となった。

農学院 入学希望者の増加及び社会的ニーズに応えるため，教育に支
・応用生物科学専攻（＋） 障のない範囲で学生を入学させたため，収容数が超過した。
・環境資源学専攻（＋） なお，農学研究科は平成１８年度から農学院に改組し，入学

定員を増員した。

【博士課程】

研究科の専攻等 主な理由

文学研究科 研究領域の特性として，広範な文献読解による知識の蓄積や
・思想文化学専攻（＋） フィールドワークによる資料の収集と分析に多大の時間を要
・歴史地域文化学専攻（＋） すること，社会人学生は論文執筆の時間確保が難しいこと，
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・言語文学専攻（＋） また，海外留学者の増加などによる留年者が多く，収容数が
・人間システム科学専攻（＋） 超過した。

教育学研究科 過去数年，入学定員と入学者数はほぼ同数であるが，社会人
・教育学専攻（＋） 特別選抜を実施して積極的に社会人を受け入れていおり，社

会人の占める割合が高い（50．5％）ことが特徴である。社会
人学生は職業に就いていること等から標準修業年限を超えて
在学する傾向が強いため，収容数が超過した。

法学研究科 社会人入学者及び外国人留学生の入学者が増加しており，こ
・法学政治学専攻（＋） れらの学生は論文完成に時間を要し留年者が増加したため，

収容数が超過した。

経済学研究科 博士課程修了後の就職不安と就職状況の好転を背景に入学希
・現代経済経営専攻（－） 望者（研究者志願者）が急速に減少している。また，研究者

コースに入学した学生が途中で専修コースに転専攻している
例もある。

・経営情報専攻※１６（－） 税理士法改正にる影響により入学者の主なルートである修士
課程の学生が減少したことにより収容数が下回った。 なお，
経済学研究科は平成１７年度の組織再編に伴い，左記専攻の
の学生募集を中止した。

・経済システム専攻※１６（＋） 海外留学や経済的事由などによる休学によって，学位論文執
・現代経済経営専攻※１６（＋） 筆が遅れたことにより収容数が超過した。なお，経済学研究

科は平成１７年度の組織再編に伴い，左記専攻の学生募集を
中止した。

理学研究科 これらの分野における研究・開発職の需要不足及び学生の募
・数学専攻※１７（－） 集・指導を担う教員の定年，転出等による交代が多く，学生
・物理学専攻※１７（－） 確保に時間不足があったため，収容数が下回った。なお，理
・化学専攻※１７（－） 学研究科は平成１８年度の組織再編に伴い，左記専攻の学生

募集を中止した。

・生物科学専攻※１７（＋） 標準修業年限を超えて在籍する学生が多いため，収容数が超
過した。
なお，理学研究科は平成１８年度の組織再編に伴い，左記専
攻の学生募集を中止した。

医学研究科 基礎医学分野から構成される専攻のため，志願者が少なく収
・生体機能学専攻（－） 容数が下回った。なお，生体機能学専攻では修士・博士課程
・脳科学専攻（－） の一貫教育を行っており，数年後には収容数の増加が期待で
・社会医学専攻（－） きる。

・病態制御学専攻（＋） これらの専攻は臨床分野から構成され，地方医療を支えなけ
・高次診断治療学専攻（＋） ればならないという北海道の特殊事情により，在学中も地域
・癌医学専攻（＋） 医療に貢献しているために，学位論文の提出が遅れるなど標

準修業年限を超える学生がおり，収容数が超過した。

歯学研究科 平成１８年度から義務付けられた１年間の卒後臨床研修によ
・口腔医学専攻（－） り，新卒の入学者が０名であったため，収容数が下回った。

このような状況は制度の導入に伴う一過性の減少と受け止め
られるが，充足率の回復には標準修業年限の４年を要する。

薬学研究科 近年，博士課程入学希望者は減少傾向にあり，毎年入学定員
・創薬化学専攻※１７（＋） と同程度の者が入学していたが，この２年に限り入学希望者

が多く，教育に支障のない範囲で学生を入学させたため，収
容数が超過した。なお，薬学研究科は平成１８年度の組織再
編に伴い，左記専攻の学生募集を中止した。

・医療薬学専攻※１７（－） 近年，博士課程入学希望者は減少傾向にあり，本学の教員に
１名採用したため，収容数が下回った。なお，薬学研究科は
平成１８年度の組織再編に伴い，左記専攻の学生募集を中止
した。

工学研究科 多くの修士課程修了者が企業等に就職し，博士課程進学希望
・応用物理学専攻（－） 者が少ないこと及び博士課程修了者の就職状況が改善しない

・有機プロセス工学専攻（－） ことから，収容数が下回った。
・材料科学専攻（－） なお，工学研究科は平成１７年度の組織再編に伴い，左記専
・機械宇宙工学専攻（－） 攻のうち物質工学専攻※１６，分子化学専攻※１６，量子物
・エネルギー環境システム専攻（－） 理工学専攻※１６，量子エネルギー工学専攻※１６，機械科
・量子理工学専攻（－） 学専攻の学生募集を中止した。
・環境フィールド工学専攻（－）
・物質工学専攻※１６（－）
・分子化学専攻※１６（－）
・量子物理工学専攻※１６（－）
・量子エネルギー工学専攻※１６（－）
・機械科学専攻※１６（－）

・北方圏環境政策工学専攻（＋） 多くの成績優秀者が進学を希望したことから，収容数が超過
・建築都市空間デザイン専攻（＋） した。なお，工学研究科は平成１７年度の組織再編に伴い，
・都市環境工学専攻※１６（＋） 左記専攻のうち都市環境工学専攻※１６の学生募集を中止し

た。

農学研究科 入学希望者の増加及び社会的ニーズに応えるために，教育に
・生物資源生産学専攻※１７（＋） 支障のない範囲で優秀な学生を入学させたため，収容数が超

過した。なお，農学研究科は平成１８年度の組織再編に伴い，
左記専攻の学生募集を中止した。

獣医学研究科 経済状況の悪化により，博士課程進学希望者が減少したため，
・獣医学専攻（－） 収容数が下回った。

水産科学研究科 修士課程の充足率が高くなったことに加え，博士課程修了者
・環境生物資源科学専攻※１６（＋） の社会的ニーズが伴わないことにより，標準修業年限を超え
・生命資源科学専攻※１６（＋） て在学する学生がいるため，収容数が超過した。なお，水産

科学研究科は平成１７年度の組織再編に伴い，左記専攻の学
生募集を中止した。

地球環境科学研究科 平成１５年度修士課程修了学生が少なかったため，収容数が
・地圏環境科学専攻※１６（－） 下回った。なお，地球環境科学研究科は平成１７年度の組織

再編に伴い，左記専攻の学生募集を中止した。

・生態環境科学専攻※１６（＋） 博士課程修了に標準修業年限以上必要とする学生が多く，収
・物質環境科学専攻※１６（＋） 容数が超過した。なお，地球環境科学研究科は平成１７年度
・大気海洋圏環境科学専攻※１６（＋） の組織再編に伴い，左記専攻の学生募集を中止した。

情報科学研究 入学希望者の増加及び社会的ニーズに応えるため，教育に支
・複合情報学専攻（＋） 障のない範囲で優秀な学生を入学させたため，収容数が超過
・メディアネットワーク専攻（＋） した。

・コンピュータサイエンス専攻（－） 修士修了者に対する社会的ニーズが高く，また，就職活動時
期が年々早まっていることもあり，博士課程への進学指導が
十分機能せず，結果として，収容数が下回った。

水産科学院 修士課程修了者の社会的ニーズが多く，終了時に就職する学
・海洋応用生命科学専攻（－） 生が多いことから，収容数が下回った。

環境科学院 環境起学専攻は，目的指向・分野統合という新しい概念に基
・環境起学専攻（－） づく専攻であり，専攻間の移動は可能であるものの，他研究
・地球圏科学専攻（－） 科や他大学からの入学生を受け入れることとなったため，収
・生物圏科学専攻（－） 容数が下回った。
・環境物質科学専攻（－） その他の専攻は，平成１６年度，１７年度の修士課程修了者

が少なかったため，収容数が下回った。

理学院 これらの分野における研究・開発職の需要不足のため，志願
・数学専攻（－） 者が少なく，収容数が下回った。
・量子理学専攻（－）
・自然史科学専攻（－）
・生命理学専攻（－）

農学院 共生基盤学専攻は，平成１８年度に新設されたため，修士課
・共生基盤学専攻 （－） 程からの積み上げ進学者がいないことから，収容数が下回っ

た。



- 120 -

北海道大学

生命科学院 研究・開発職の需要不足，平成１８年度新設のため修士課程
・生命科学専攻（－） の修了者がいないこと及び第一次入試の時期が遅かったこと

から，収容数が下回った。

【専門職学位課程】

研究科の専攻等 主な理由

公共政策学教育部 長期履修を選択する社会人学生が多いことから，収容数が超
・公共政策学専攻（＋） 過した。

２ 秋季入学の実施状況及び入学者数（平成１８年１０月）

修士課程 法学研究科 ２名
工学研究科 ７名
情報科学研究科 ４名
環境科学院 ２名
理学院 ０名
農学院 ５名

博士課程 法学研究科 ０名
工学研究科 ２９名
獣医学研究科 ３名
情報科学研究科 １４名
環境科学院 ３名
理学院 ４名
農学院 １３名
水産科学院 ２名
生命科学院 ３名


